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https://www.town.nose.osaka.jp/material/files/group/29/ondamaturi_shiryou.pdf

	天を仰ぐ「テントウバナ」　この行事の象徴といえば、庭先に高く掲げられた「テントウバナ（天道花）」です。長い竹竿の先にツツジやシャクナゲ、フジなどの色鮮やかな花を束ねて、天高く掲げました。これは、天から降りてくる神様が迷わないための「目印」であったといわれています。
	受け継がれる「編笠団子」の味　八日日に欠かせないのが「編笠団子（あみがさだんご）」です。米粉を練って小豆の餡を包み、二つ折りにした形が「編笠」に似ていることからその名がつきました。かつては、この団子を作って家族で味わったり、親戚や近所へ配ったりする習慣が、能勢のどの家庭でも見られた春の風景でした。
	信仰から地域の絆へ　現在では、この「八日日」の伝統は、長谷地区の「御田祭」などの神事と結びつき、形を変えながらも大切に守り続けられています。

